
【中津教育事務所通信】
令和4年 9月28日

Ｎｏ．7

学校における働き方改革の推進①

今回紹介する学校では、「校時表」を見直し下校時間を早めることで、児童の家庭学習時間と教職員の
授業準備等の時間を確保している事例を紹介します。

小学校の事例

「校時表」の見直し

１．「チャレンジタイム」を
午後から午前に移動する
ことで校時表を５分間短縮

２．昼休みを１５分間短縮

下校時間を「２０分間」
早めることが可能に

平日20分間
授業準備等
の時間が増加

校時表を見直し、
下校時間を早める
ことで対応

目 的： 家庭学習を習慣化
取組期間： 月1回１週間
取組内容：「学年×10＋10分」

家庭学習を行う
取組記録：「家庭学習計画表」

「家庭学習計画表」の取組

■「学校における働き方改革の目的」
教師のこれまでの働き方を見直し、教師が我が国の学校教育の蓄積と向かい合って自らの授業を磨くとともに
日々の生活の質や教職人生を豊かにすることで、自らの人間性や創造性を高め、子供たちに対して効果的な

教育活動を行なうことができるようにすることが学校における働き方改革の目的である。（中央教育審議会答申H31.1.31）
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学校における働き方改革の推進②
■「教職員一人一人の働き方に関する意識改革」
学校における働き方改革を進めていくためには、校長をはじめとした管理職のマネジメント能力は必要不可欠
である。マネジメント能力を高めていくためには、教職員全体に対して勤務時間を意識した働き方を浸透させる

ことが重要である。 （中央教育審議会答申H31.1.31）

今回紹介する学校では、「タイムマネジメント」による「意識改革」を通して、「時間外在校等時間」を
縮減している事例を紹介します。

小学校の事例

「自己申告」をすることにより、
優先順位をつけ能動的に仕事がで
き、業務を自己管理する意識が
高まった。

1時間以上残業する場合は
「自己申告カード」を
管理職に提示する

「自己申告カード」の取組

中期的、長期的に何をすべきか
見通しを持ち、計画的に業務を
行う意識が向上した。

「タイムスケジュール」の取組

年間及び学期毎の
「タイムスケジュール」を作成

教職員の時間外在校等時間平均 前年同月期１５％削減
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学校における働き方改革の推進③
■「学校における働き方改革と子供、家庭、地域社会」
学校における働き方改革を進めるに当たっては、「社会に開かれた教育課程」の理念も踏まえ、家庭や地域と
ともに子供を育てていくという視点に立ち、地域と学校の連携・協働の下、幅広い地域住民等とともに、地域
全体で子供たちの成長を支え、学校内外を通じた子供の生活の充実や活性化を図ることが大切である。

（中央教育審議会答申H31.1.31）

今回紹介する学校では、「学校運営協議会」での協議を通して、学校・家庭・地域の役割分担を明確にし、
働き方改革を推進している事例を紹介します。

取組内容

学校運営協議会において
「学校評価の4点セット」を
基に、教職員の働き方
改革について協議

コロナ対策消毒
○○中サポート
スタッフ結成！

消毒作業を実施するも
学校運営協議会委員だけ
では、作業が大変という
課題も

地域に呼びかけ
○○中サポート
スタッフ増員！！

地域からのボランティアも
加わり、週４回の頻度で
消毒作業を実施

今後は消毒作業を
近隣小学校にも
拡充！！！

中学校の事例

■地域の声
・消毒作業を

実際にしてみて、
先生方のご苦
労が改めてわ
かりました。
■教職員の声

・生徒と関わる
時間が増えて、
ありがたい。

授業準備がで
き、生徒の授業
満足度がアップ
しました。


